
会員サロン会員サロン

起
し
た
の
で
す
が
、
一
度
も
九
州
に
行
く
こ

と
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

 

同
様
に
、
ふ
る
さ
と
兵
庫
か
ら
の
依
頼

も
受
任
で
き
ま
し
た
。
古
く
か
ら
の
知
り
合

い
の
方
の
ご
相
談
を
お
断
り
す
る
の
で
は
な

く
、
受
任
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
ふ
る
さ

と
と
の
つ
な
が
り
が
続
く
よ
う
に
思
え
て
有

り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

■
「
あ
た
り
ま
え
」
で
は
な
か
っ
た

　 

地
元
の
常
識

　

そ
し
て
、
話
題
が
大
き
く
変
わ
っ
て
恐
縮

で
す
が
、「
あ
た
り
ま
え
」に
関
連
し
て
、「
そ

も
そ
も
あ
た
り
ま
え
で
は
な
か
っ
た
」
と
い

う
体
験
が
つ
い
先
日
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
神
戸
近
辺
の
出
身
の
方
に
は
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
以
前
も
、
裁
判
所
に
行
か
ず

に
「
電
話
会
議
」
で
参
加
す
る
制
度
は
あ
り

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
必
要
な
条
件
（
ど
ち

ら
か
の
当
事
者
が
裁
判
所
に
出
廷
し
て
い
る

な
ど
）
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
東
京
近
郊

と
い
う
レ
ベ
ル
の
距
離
で
す
と
ま
ず
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
自
身
、「
大
量

の
紙
文
化
で
い
い
の
か
」
と
感
じ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、「
裁
判
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
れ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
一
気
に

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
裁
判
」
が
進
み
ま
し
た
。

　

原
則
、
と
い
う
の
は
少
し
言
い
過
ぎ
で
す

が
、
証
人
尋
問
な
ど
の
重
要
な
裁
判
期
日
で

な
い
限
り
、
裁
判
所
に
行
か
な
く
て
よ
く
な

り
ま
し
た
（
も
っ
と
も
、
刑
事
事
件
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

　

横
浜
や
千
葉
方
面
だ
け
で
な
く
、（
事
務

所
が
あ
る
銀
座
か
ら
わ
ず
か
１
駅
の
）
霞
が

関
の
裁
判
所
に
も
行
か
な
く
て
よ
く
な
り
ま

し
た
。
事
務
所
に
い
る
必
要
も
な
く
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
前
か
ら
裁
判
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

弁
護
士
と
い
う
職
業
は
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
限
ら
れ
た
労
働
時
間
の
中
か
ら
成
果
物

を
産
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
移

動
時
間
」
と
い
う
も
の
が
劇
的
に
減
少
し
た

こ
と
を
本
当
に
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
で
あ
れ
ば
遠
隔
地
で
あ
る
た

め
に
受
任
が
困
難
で
あ
っ
た
事
案
も
受
け
易

く
な
り
ま
し
た
。
去
年
も
九
州
で
裁
判
を
提

■
「
あ
た
り
ま
え
」
が
変
わ
っ
た
日
本
の
裁
判

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
、
県
人
会
の
皆
さ

ん
に
も
な
か
な
か
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と

の
多
い
２
年
間
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
劇
的

に
改
善
し
た
と
個
人
的
に
思
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
日
本
の
裁
判
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
裁
判
は
、「
裁
判
所
に
出
廷

す
る
こ
と
」
が
大
前
提
で
し
た
。
北
海
道
で

あ
ろ
う
が
九
州
で
あ
ろ
う
が
、
わ
ず
か
な
裁

判
時
間
の
た
め
で
あ
っ
て
も
現
地
の
裁
判
所

に
出
廷
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
京
で
弁
護
士
を
し
て
い
る
私
の
場
合
、
さ

す
が
に
こ
の
よ
う
な
遠
隔
地
で
の
裁
判
は
滅

多
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
横
浜
、
千
葉
な
ど
の

裁
判
を
受
任
す
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
を
往
復
す
る
だ
け

で
、
２
時
間
～
３
時
間
ほ
ど
の
移
動
時
間
が

す
ぐ
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

自宅のパソコンの横では、ドジョウとギンブナが私の裁判を傍聴しています

K a z u h i s a  M i t a n i

「
あ
た
り
ま
え
」

で
は
な
か
っ
た
話三谷

　
和
久

神
戸
市
北
区
出
身

真
法
律
会
計
事
務
所　

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
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あ
た
り
ま
え
で
あ
っ
て
欲
し
い
の
で
す
が
、

小
・
中
学
校
は
、「
土
足
の
ま
ま
教
室
に
入
り
、

授
業
を
受
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
記
事
を
読
ま
れ
て
い
る
方
は
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
共
感
い
た
だ
け
る
で
し
ょ

う
か
、
そ
れ
と
も
「
上
履
き
に
履
き
替
え
る

に
決
ま
っ
て
る
や
ん
」
と
い
う
ご
感
想
で

し
ょ
う
か
。

　

私
に
は
、
23
区
内
の
小
学
校
に
通
う
息
子

が
い
ま
す
。
遡
る
こ
と
数
年
前
の
入
学
時
、

学
校
で
の
上
履
き
利
用
を
聞
い
た
私
は
、「
最

近
の
子
は
上
履
き
ら
し
い
」
と
理
解
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
東
京
出
身
の
妻
や
同
僚
か
ら

「
私
も
僕
も
上
履
き
だ
っ
た
」
と
聞
か
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
考
え
を
改
め
、「
東
京
の
学

校
は
上
履
き
ら
し
い
」
と
い
う
結
論
に
達
し

ま
し
た
（
な
か
な
か
自
分
が
少
数
派
だ
と
い

う
認
識
に
は
至
ら
な
い
も
の
で
す
）。

　

と
こ
ろ
が
で
す
。
つ
い
先
日
、「
土
足
の

学
校
は
神
戸
だ
け
」
と
い
う
趣
旨
の
ネ
ッ
ト

記
事
を
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
最
近

の
子
が
上
履
き
な
の
で
は
な
く
、
東
京
が
上

履
き
な
の
で
も
な
く
、
神
戸
近
辺
だ
け
土
足

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

で
や
る
油
引
き
と
、
あ
の
独
特
の
匂
い
。
郷

里
の
共
通
の
記
憶
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ま
っ

た
く
違
っ
て
い
た
よ
う
で
す
（
油
引
き
と
は
、

土
足
で
ホ
コ
リ
ま
み
れ
に
な
る
教
室
床
を
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
た
め
に
、
油
で
ワ
ッ
ク
ス

掛
け
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
作
業
で
す
）。

　

記
事
に
よ
る
と
、
神
戸
で
は
９
割
の
小
・

中
学
校
が
土
足
な
の
で
、「
そ
れ
が
あ
た
り

ま
え
だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
が
多
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
ま
さ
に
私
の
こ
と
で
し
た
。

神
戸
だ
け
が
特
殊
な
理
由
と
し
て
は
、「
神

戸
は
土
地
が
狭
い
の
で
、
靴
箱
の
ス
ペ
ー
ス

も
節
約
し
て
い
る
か
ら
」、「
神
戸
は
欧
米
文

化
に
親
し
み
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
の
説
が
あ

る
よ
う
で
す
。
個
人
的
に
は
も
う
少
し
理
由

を
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
驚
き
が
残
っ
て
い
る
中
、
無
理
や
り

な
「
ま
と
め
」
で
恐
縮
で
す
が
、
２
０
２
２

年
の
今
年
も
、
先
行
き
不
透
明
な
令
和
の
時

代
も
、
あ
た
り
ま
え
が
変
わ
る
、
覆
る
こ
と

を
楽
し
む
気
持
ち
で
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

参考写真：神戸市立長田中学校さんのＨＰで公開されている2018年3月23
日の日誌から引用させていただきました

⑴
テ
ー
マ

　

ご
自
由
に
設
定
く
だ
さ
い
。

※ 

例
え
ば
、「
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
」
や
「
会

員
の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
ほ
か
、

「
現
在
さ
れ
て
い
る
活
動
の
ご
紹
介
」、「
お

仕
事
や
趣
味
に
関
す
る
こ
と
」、「
ご
自
身

の
近
況
報
告
」
な
ど

⑵
字
数

　

４
０
０
〜
５
０
０
字
（
上
記
の
字
数
は

あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。）

※ 

原
稿
に
は
、
必
ず
「
タ
イ
ト
ル
（
題
）」

を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

　
「
お
名
前
（
ふ
り
が
な
付
き
）」、「
ご
出

身
地
（
例
：
神
戸
市
出
身
）」
の
ほ
か
、「
ご

所
属
（
例
：
兵
庫
株
式
会
社
）」
に
つ
い

て
も
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

「
ご
所
属
」
等
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

場
合
、
記
載
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
校
正
作
業
の
過
程
で
ご
投
稿
内

容
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、「
ご
連
絡
先
（
携
帯

電
話
、
ご
自
宅
又
は
お
勤
め
先
の
電
話
番

号
）」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑶
写
真

　

顔
写
真
１
枚

※ 

お
写
真
は
、
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
写
真

デ
ー
タ
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。
プ
リ

ン
ト
の
場
合
は
、
裏
面
に
「
お
名
前
」
と

「
返
却
の
有
無
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

⑷
原
稿
の
締
切

　

次
号
「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
（
Ｖ
ｏ
ｌ
．

１
４
３
）」
の
投
稿
分
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
２
年
４
月
13
日（
水
）ま
で
に
ご

投
稿
く
だ
さ
い
。

※ 

誌
面
の
関
係
上
等
で
次
号
に
掲
載
で
き
な

い
場
合
は
、
そ
の
旨
こ
ち
ら
か
ら
事
前
に

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑸
問
い
合
わ
せ
・
原
稿
送
付
先

〒
１
０
２–

０
０
９
３

　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２–

６–

３

　

都
道
府
県
会
館
13
階

　

兵
庫
県
東
京
事
務
所
内

　

東
京
兵
庫
県
人
会
事
務
局

�

担
当
：
西
川

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３–

５
２
１
２–

９
０
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３–

５
２
１
２–

９
０
４
２

Ｅ–

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
：

　

info@
hyogo-kenjinkai.jp

※ 

メ
ー
ル
で
の
原
稿
提
出
が
可
能
な
場
合
は
、

ワ
ー
ド
文
書
又
は
メ
ー
ル
に
直
接
文
字

デ
ー
タ
を
打
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
な
ど
文

字
デ
ー
タ
を
こ
ち
ら
で
加
工
で
き
る
形
式

で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
間
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
「
会
員
サ
ロ
ン
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
投
稿
に
際
し
て
の
留
意
点
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

「
会
員
サ
ロ
ン
」
へ
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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氏　名 勤務先 勤務先住所 出身地 紹介者

新村 俊武 産経新聞社東京本社 100-8077　東京都千代田区大手町1-7-2 姫路市 飯塚 浩彦

寺本 陽介 株式会社産経広告社 101-0052　 東京都千代田区神田小川町1-1  
日幸神田ビル 太子町 飯塚 浩彦

伊藤 美保子 三菱総研DCS株式会社 神戸市

圓井 順子 メディカルリサーチ株式会社 101-0045　 東京都千代田区鍛冶町1-10-4  
丸石ビルディング６F 川崎　修

藤原 峻也 香美町

大西 智博 飯塚浩彦

吉野 次郎 一般社団法人ドローン操縦士協会 150-6031　 東京都渋谷区恵比寿4-20-3  
恵比寿ガーデンプレイスタワー31階 たつの市

淺田 美知子 神戸市

木村 美砂 都政新聞株式会社 赤穂市 川崎　修

佐治 由佳 博報堂DYメディアパートナーズ 福崎町

※掲載をご承諾いただいた方（項目）のみを掲載しています。

令和３年９月1日から令和４年１月14日までの間に入会された方をご紹介します。
（勤務先・勤務先住所は入会申込時のものです。）新規会員のご紹介

東京兵庫県人会 会員募集中
首都圏にお住まいの兵庫を故郷とする皆さん ! !
兵庫にゆかりのある皆さん ! !
東京兵庫県人会でネットワークを広げませんか？

【主な活動】
○総会交流会（年１回）
○ふるさとひょうごふれあいセミナー（年３回）
○県人会会報誌「ふるさとひょうご」（年３回発行）

【新規ご入会のお問い合わせ】
事務局（兵庫県東京事務所）までお問い合わせください。
県人会の活動や入会案内については、ホームページにも掲載しています。ぜひ一度ご覧ください！

→ http://hyogo-kenjinkai.jp/ 
【年会費（年度単位：４月１日～３月31日）】　3,000円

兵庫県マスコット「はばタン」

【東京兵庫県人会】　会　長：池田　克彦（公益財団法人日本道路交通情報センター理事長）　会　員：約800名
　　　　　　　　　事務局：兵庫県東京事務所（TEL 03-5212-9040）

○「のののの会」（中堅・若手会員交流会・随時）
○「兵庫お酒の会」（随時）
○東京宝塚劇場公演鑑賞会の実施（年１回）
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尚志館だより尚志館だより
尚志館は、東京・渋谷に所在する、
兵庫県出身の学生向けの男子寮。

尚志館のOBは現在、政界・財界・法曹界・マスコミなどの
各分野において目覚ましい活躍をされています。
そんな尚志館の現役入寮生を紹介します！

尚志館は、東京・渋谷に所在する、
兵庫県出身の学生向けの男子寮。

尚志館のOBは現在、政界・財界・法曹界・マスコミなどの
各分野において目覚ましい活躍をされています。
そんな尚志館の現役入寮生を紹介します！

所在地：�東京都渋谷区代々木５丁目50番11号� �
（４階建て・延べ床面積524.31㎡）

連絡先：03－3466－1992（平日�13：00-17：00）
メール：aoyama@bizdesign.co.jp

　入寮対象者は、兵庫県居住者の子弟（男子のみ）で､ 首都圏
の大学に進学する者で、明治８年（1875年）、旧篠山藩主直系 
青山忠誠氏が国家有用の人材養成のため、郷里の優秀な子弟を
赤坂の自邸に起居させたのが始まり。
　昭和32年８月、現所在地に新たな建物を建築するとともに、
入寮者の対象を多紀郡のみから兵庫県下全域に変更し、設置主
体の名称を「兵庫県育才会」、寮名を「兵庫県学生寮・尚志館」
とした。

①兵庫県（子供の頃）の思い出
　思い出の場所は東灘区の森公園です。学校から帰ると公園に直行して日が暮れ
るまで遊んでいました。体が大きかったせいもあってスポーツが好きでした。小
学校の中学年からは東灘サッカークラブに所属しました。サイドバックのレギュ
ラーとして鉄壁の守りを誇っていました。結構そのときが華でしたね。元山南中
学に進んでからはバスケットボール部に所属しました。１週間休み無しの部活で
した。かなりハードにバスケに明け暮れました。大学ではバスケのサークルに所
属しています。
②現在学んでいること
　公認会計士を目指して勉強中です、と言いたいところですが、僕は非常に
うっかり者なのですよ。とにかく、忘れっぽいというか、散漫とでも言うべき
か、見落としが多いです。これで大丈夫かなぁと思ってしまいます。
③将来について
　一応、公認会計士を目標としています。前期はオンラインが多かったせいか、
ついつい試験日を見落としたりしてしまい、単位を落としてしまいました。後
期は、何とか汚名を返上できましたが、公認会計士への道は遠いようです。
　３年生からは、中央大学の国家試験志望者が籠る、「炎の塔」に引き籠りな
がら、猛勉強に励むつもりです。

花岡�宙希
神戸市東灘区出身
県立芦屋高校卒
中央大学�経済学部（1年生）

武田　浩
神戸市東灘区出身
私立灘高校卒
東京大学�法学部（4年生）

①兵庫県（子供の頃）の思い出
　子供の頃から理屈っぽかったです。色々と正論（あくまでも子供じみていますが）
を主張しては、ヤンキー予備軍のような同級生にフルボッコされていました（笑）
それでもへこたれずに、何度でもそれを繰り返す頑固さが、何となく周囲に伝
わっていったような気がします。まぁ、自分で言うのも何ですが「可愛げの無い
子ども」ですね。
②現在学んでいること
　卒論も終えつつあるので、今は事業構想研究所というところで、営業のアルバイ
トをしつつ、社会勉強をさせてもらっています。事業を構想するということに非常
に興味を持っています。
③将来について
　僕は元々、英語の教員志望でした。でも、尚志館に入館して周囲の先輩方や、
仲間と議論したり、考えたりしているうちに発想が変わってきました。学校と
いう狭い枠の中で英語という言語や文化を次世代に教育していくことよりも、
もっと大きく社会課題や問題に向き合いたいと思うようになりました。大学卒
業後はNECで、システム・エンジニアとして、主に官公庁の様々なプロジェク
トに係ることになります。「ふるさとひょうご」の諸先輩方、宜しくご指導の程、
お願い申し上げます。
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過去のふるさと
ひょうごの記事

〒100-0006
東京都千代田区有楽町２丁目10 -１
東京交通会館　地下１階
TEL ／03-6273-4133
FAX ／03-6268-0880
営業時間／11：00～19：00

◦JR「有楽町駅」徒歩１分
◦東京メトロ有楽町線
「有楽町駅」「銀座一丁目駅」
徒歩１分
◦東京メトロ丸ノ内線・銀座線・
日比谷線「銀座駅」徒歩３分

兵庫わくわく館

令和４年２月28日をもって、閉店します。
平成23年のオープンから約11年間、神戸スイーツ、明石焼き、丹波黒豆、淡路島たまねぎ、日本酒など兵庫
五国の特産物を販売し、首都圏在住の方のほか、国内外の観光客からも幅広くご支持をいただきました。
２月中、一部の商品について、閉店セールを実施していますので、ぜひお立ち寄りください。

Instagramホームページ Twitter

・淡路島たまねぎスープ 300g
・淡路島産オニオン入りクリーム 
　スープ 10袋入り
・淡路島産フライドオニオン 100g

・もっちり丹波栗甘煮 190g
・丹波栗大豆 200g　　　　など

山下店長（左）、富岡副店長（右）
２月末で閉店することになりました。
皆さまには11年間ご愛顧いただき
心から感謝します。ありがとうござ
いました。
11年前、東日本大震災直後の混乱
の中、７坪の面積でスタート。令和
元年にはリニューアルオープンし、
店舗面積を３倍に拡大し、品揃えも
当初の500点から700点まで拡充し
ま し た。 平 成27年 に は ア ン テ ナ
ショップ部門賞もいただきました。
残念ながら閉店となりますが、また
兵庫に遊びに来ていただければうれ
しいです。

セール
中！

セール
中！

兵庫わくわく館　閉店のお知らせ兵庫わくわく館　閉店のお知らせ

リニューアル
オープンの様子を
表紙に掲載
【令和元年10月号】▶︎

　オープン時の記事
◀︎【平成23年７月号】

※写真はセール前の価格です。セール価格は店舗までご確認ください。

平成23年７月号から毎号、
ふるさとひょうごで紹介
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アンテナショップ通信

日本橋室町　すもと館

新たまねぎを
発売中！
淡路島の気候により
早くも登場。
みずみずしくて、
甘みもたっぷり。　
１個180円（税込） 素材にこだわった

淡路島ばぁむ
１個250円（税込）から

淡路島カレー 700円（税込）
淡路島牛丼 800円（税込）
釜揚しらす丼 750円（税込）
生パスタボロネーゼ 800円（税込）など

淡路島の地層から採取したミネラルたっぷり
の泥を使ったコスメ関連商品「淡路島クレイ
シリーズ」を発売中。
淡路島クレイ ソープ（75g）� 2,500円（税込）
淡路島クレイ スクラブ（40g）� 800円（税込）
淡路島クレイ パック（120ｇ）� 2,000円（税込）

髙木店長
「淡路島ばぁむ」（バームクーヘン）をはじめ、淡
路産の食材を使った商品をたくさん取りそろえ
ていますので、ぜひご来館ください。スタッフ一
同おもてなしの心でお待ち申し上げております。

Instagram

〒103-0022
東京都中央区日本橋室町
４丁目４-３
喜助日本橋室町ビル１階
TEL ／03-6811-2272
FAX ／03-6811-2298
営業時間／11：00～20：00
（土日祝は19:00まで）
◦東京メトロ銀座線「三越前駅」
　A４出口 徒歩１分

島キッチン（イートイン）

壁には、洲本市
出身の漫画家、

藤堂裕さん

壁には、洲本市
出身の漫画家、

藤堂裕さん

から寄贈いただ
いたイラスト９枚

を掲示！

から寄贈いただ
いたイラスト９枚

を掲示！

店長おすすめの
淡路島クレイシリーズ。
「パックは粒子が細かくなめらか。
洗い上がりもしっとりしてつっぱり
ません。」

※緊急事態宣言期間中などは、営業時間が異なる
ことがありますので、各店舗にご確認ください。

バレンタインにいかがでしょうか。
淡路産のフルーツを使ったスティック
チョコ（各70g）　
淡路いちじくチョコ� 694円（税込）
レモンスティック� 805円（税込）
オレンジスティック� 694円（税込）
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Ａ　1515年
Ｂ　1815年
Ｃ　2015年
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ハガキ又はＥメールで、クイズの答えと郵便番号、住所、氏名、電話番号、①本誌で
印象に残ったコーナー、②本誌に対するご意見・ご感想を記入してお送りください。
正解者の中から抽選で２名の方に、黒田有彩さんからいただいたサイン入り書籍と
CDをセットにしてプレゼントします。

・締め切り　３月15日（火）　※当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

　　送り先　〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3 都道府県会館13階
　　　　　　東京兵庫県人会ふるさとひょうごプレゼント担当（兵庫県東京事務所内）
　　　　　　Email：info@hyogo-kenjinkai.jp

プレゼントクイズ

U5H（兵庫五国連邦）プロジェクトでは、
兵庫県（摂津（神戸・阪神）、播磨、但馬、丹波、淡路）の
地域性やふるさとの“あるある”ネタを漫画で紹介しています。

読者サロン読者サロン

今回は「播磨/淡路編」

「ふるさとを語る」に登場いただいた黒田有彩さんからの出題です。
「アインシュタインからの最後の宿題」と言われた重力波の存在を世界で
初めて確認（検出）された年は次のうちのどれでしょうか？

◀【播磨】（難読すぎる）
昔むかし、この急坂を取り合い、大蟹と狐とが勝
負した。狐を出し抜き勝った大蟹は、やがて旅人
をつかまえては狼藉三昧。そこに通りがかったの
が弘法大師。たちまちこれを退治し、池の中の塚
に閉じ込めた。坂についに「和」が訪れる。それ
以来、この地を「和坂」と書いて「かにがさか」
と呼ぶようになった（※諸説あります）。日本最古
の地誌・播磨風土記の土地は、難読地名多し！

【淡路】（あっ！電車）▶
兵庫五国のうち、「島」ひとつが丸ごと国となって
いる淡路に「ない」のが、積雪と電車（1966年以降）
とベビーカステラ。「遥か昔、高校生の時、修学旅
行に行くのに電車に乗る練習させられた」投稿も。
ちなみにベビーカステラを見て「えっ、ピンス焼
きじゃなくて？」と驚いた話も。数分で渡れる明
石海峡大橋の南は、年中温暖で、電車がせわしく
走っていない、素敵な島なのです。

画：もぐら

U5H
あなたの「あるある」投稿してください。
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電話（０７８）３６１－３３１８
FAX（０７８）３６１－３３１９

ごはんから
生まれるパワーと いい笑顔！

私たちは
　おいしいごはんを食べよう県民運動
を応援しています

兵庫県米穀事業協同組合
理事長　藤尾　益也
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人がつながる　笑顔あふれる
ふるさとづくりへのご協力
お願いいたします。

淡路島３年とらふぐ、
淡路ビーフ、淡路島
たまねぎなど、多くの
特産品があります!
南あわじ市広報を希
望の場合は、送付い
たします。

〒656-0492　南あわじ市市善光寺22番地1
TEL  0799-43-5251　FAX  0799-43-5305
E-mail  furusatonouzei@city.minamiawaji.hyogo.jp

〈南あわじ市ふるさと創生課〉

ふるさと納税特設サイト
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淡路鬼瓦

　手作業で作られていく鬼瓦には、完成まで様々な工程があります。図面

を書く作業では、収縮率を踏まえて寸法を決めていきます。仕上がりに大

きく影響するため、重要な作業の一つです。図面通りにまず粘土で土台を

作り、その上に何度も盛り土をして鬼の面を形にしていきます。金ベラや

木ベラなど多種の道具や指先を使い、何度も粘土を加えたり削ったり、数

日で鬼の面を作り、時間をかけて乾燥していきます。乾燥には大きな物だ

と３カ月、通常でも半月はかけてゆっくりと乾かしていかなければなりませ

ん。完全に乾かしたものを1000度以上の高温で焼き、燻化することによ

り、淡路瓦特有の冴えのあるいぶし瓦となります。

　昔ながらの技を受け継ぎながらも現代の新たな感性を取り入れ作られる

鬼瓦は、装飾的な屋根材としてだけでなく、置物としても大変素晴らしい

ものです。

TEL 03-5212-9040

●お問い合わせ先
　兵庫県産業労働部産業振興局工業振興課
　TEL：078-362-3331　FAX：078-362-3801
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